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1．会社概要 

 

● 会社名  川上産業株式会社 

● 代表者  代表取締役社長 安永 圭佑 

● 所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 環境管理責任者  品質・環境・安全管理部 遠藤 優子 

TEL：（052）445-8631（代表） e-mail：y_endo@putiputi.co.jp 

● 事業内容  「くうき」を使ったプラスチック資材の開発、製造、加工、卸し、販売 

緩衝材製造機の開発、製造、レンタル 

緩衝材、包装資材、物流資材、物流機器の仕入販売 

● 事業規模  資本金：9,929 万円 

売上高：164 億円（2023 年 5 月現在） 

従業員数：498 名（2023 年 5 月現在） 

生産量：20,213t（2023 年度） 

● 対象範囲  全組織・全活動・全従業員 

事業所名 住所 

東京本社 

東京本社営業所 
東京都千代田区五番町 6-2 ホーマットホライゾンビル 4F・5F 

名古屋本社 

名古屋本社営業所 
愛知県名古屋市中区丸の内1-9-16 丸の内Oneビルディング 5F 

仙台営業所 宮城県仙台市宮城野区原町 1-3-43 アクス原町ビル 103  

北関東営業所 埼玉県久喜市久喜中央 4-9-50 第 3 三高ビル 2Ｆ 

横浜営業所 神奈川県横浜市中区長者町 4-11-11 長者町デュオビル 3Ｆ 

松本出張所 長野県松本市桐 3-2-33 

静岡営業所 静岡県静岡市葵区南安倍 1-3-10 大成住宅ビル 704  

北陸営業所 石川県金沢市高柳町 5 丁目 6-1 金沢 SK ビル 3 階 

滋賀出張所 滋賀県近江八幡市鷹飼町 560-1 洗心ビル 301 

大阪営業所 大阪府大阪市中央区北久宝寺町 4-3-5 本町サミットビル 5F 

広島営業所 広島県広島市西区三篠町 2-4-22 NK ビル 302 

福岡営業所 福岡県福岡市博多区博多駅前 1-22-18 

札幌工場 

札幌営業所 
北海道札幌市東区本町 1 条 10-2-1 

仙台工場 宮城県岩沼市下野郷字新関迎 10-2 

栃木工場 栃木県下都賀郡野木町大字野木 922-2 

高崎工場 

高崎営業所 
群馬県高崎市下大島町 615 

榛東工場 群馬県北群馬郡榛東村広馬場南 3057-1 

厚木工場 神奈川県海老名市社家五丁目 4-23 

名古屋工場 愛知県あま市乙之子百歩 15 

兵庫工場 兵庫県加古郡稲美町蛸草 1-10 

小野加工所 兵庫県小野市匠台 56  

福岡工場 福岡県糟屋郡須恵町上須恵 1356-1 



 

3 

2．環境への取り組み －取り組み体制－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

間

接

東京本社 環境管理推進責任者

名古屋本社 環境管理推進責任者

榛東工場 環境管理推進責任者

仙台営業所

環境管理推進責任者

高崎営業所

北関東営業所

東京本社営業所

横浜営業所

代表取締役　社長

（安永 圭佑）

環境管理責任者

（遠藤 優子）

滋賀出張所

松本出張所

名古屋本社営業所

静岡営業所

北陸営業所

営

業

部

札幌営業所

広島営業所

福岡営業所

各事業所長

仙台工場 環境管理推進責任者

栃木工場 環境管理推進責任者

高崎工場 環境管理推進責任者

品質・環境・

安全管理部

（環境事務局）

小野加工所 環境管理推進責任者

製

造

部

環境管理推進責任者

環境管理推進責任者

兵庫工場 環境管理推進責任者

福岡工場 環境管理推進責任者

大阪営業所

札幌工場 環境管理推進責任者

厚木工場 環境管理推進責任者

名古屋工場
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3．環境への取り組み －責任及び権限－ 

 

 

担当 責任及び権限 

代表者 

① 環境管理システムの運用、維持を指示する。 

② 経営における課題とチャンスを整理し、明確化する。 

③ 環境方針を定める。 

④ 中期環境目標を定める。 

⑤ 役割、責任及び権限を定める。 

⑥ 環境への取り組みを実施するために必要な人員、設備、費用等を準備する。 

⑦ 環境管理システムの見直しを行う。 

環境管理責任者 

① 環境方針を全従業員に周知する。 

② 全事業所の環境に関する報告会議を開催する。 

③ 各環境活動の目標計画に対して実施管理を行う。 

④ 環境内部監査の結果を代表者に報告する。 

品質・環境・安全管理部 

① 環境管理システムの運用、維持を行う。 

② 環境関連法規（法令）の確認を行い、関連部門に周知する。 

③ 従業員の環境教育、訓練を行う。 

④ 環境管理推進責任者の教育、訓練を行う。 

⑤ 環境活動レポートを作成し、公表する。 

⑥ 環境上必要な文書を作成し、管理する。 

⑦ 環境内部監査を実施し、事業所長に改善を指示する。 

⑧ 顧客要求事項に対応する。 

事業所長 

① 環境方針を自事業所員に周知する。 

② 環境負荷と取り組み状況を把握し、評価する。 

③ 環境関連法規の遵守を指示する。 

④ 自事業所の環境活動目標と計画を精査し、承認する。適時見直しを行う。 

⑤ 従業員の環境教育を行う。 

⑥ 環境に関する苦情や要望を受け付け、対応と再発防止を実施し記録する。 

⑦ 環境上の緊急時対応を準備する。 

⑧ 環境活動計画の実施状況を確認し、計画と行動の見直し改善を指示する。 

⑨ 環境内部監査の結果をもとに、各部門に改善を指示する。 

環境管理推進責任者 

① 環境負荷と取り組み状況を把握し、事業所長に報告する。 

② 環境関連法規（条例、地域協定等）の確認を行い、関連部門に周知する。 

③ 自事業所の環境活動目標と計画を立案し、従業員へ周知する。 

④ 事業所内の環境に関する報告会議を開催する。 

⑤ 環境上必要な文書を作成し、管理する。 

部門長 
① 構内作業者に環境への取り組みへの協力を要請する。 

② 協力会社の環境監査を行う。 

全従業員 

① 環境関連法規を遵守する。 

② 実施体制と自らの役割を理解する。 

③ 環境に関する取り組みを行う。 
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4．環境への取り組み －環境方針－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 

5．取り組みと実績 

 

基本方針 1. 環境にやさしい包装資材の販売  
 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度-  

①ループリサイクル®※1 の普及（契約件数） 

②カパッチ®※2 採用件数の展開（使い捨て梱包資材使用量削減による廃棄物及び二酸化炭素排出量の抑制） 

 

 

 

   ※1 ループリサイクル® 

 

お客様から回収したポリオレフィン包材を再

生原料とし、それを用いて製品（エコハーモ

ニー®やプチプチ®、プラパール®）を製造

して再び同じお客様へお届けするシステムの

こと。ゼロ・エミッションに貢献する。 

 

ループリサイクルによって得られる CO₂排出

削減効果は、製品 1kg あたり約 2.5kg 削減。 

 

 

 

 

 

※2 カパッチ® 

規格パレットを利用することができるスリーブコンテナのこと。 

カパッチ®は通い箱として使用できるため、段ボールやストレッ

チフィルム等の使い捨て資材による廃棄物の削減、輸送時の積載

効率の改善に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）使い捨て資材の削減  

ストレッチフィルム梱包をカパッチに変更することで、1 回の輸送で約 2.0kg のストレ

ッチフィルムの削減。 

2）積載効率の改善  

カパッチを導入することで 1 回の輸送で CO₂排出量を 214kg-CO₂削減。 

1）、2）どちらも 20 台導入した場合の数値であり、導入実績によって異なる。 
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目標及び実績 -2023 年度-  

 

活動項目 2023年度 

ループリサイクル○Ｒ の普及 

目標 3 件/年 

実績 17 件/年 

判定 ○ 

カパッチ○Ｒ 採用件数の展開 

目標 5 件/年 

実績 7 件/年 

判定 ○ 

 

取り組み内容  

ループリサイクル®とカパッチ®の新規導入を推進し、更なる二酸化炭素排出量削減を推進する。 

 

結果及び評価 

①ループリサイクル®の普及 

今年度計画：新規導入 3 件に対し、実績：新規導入 17 件となり、計画達成となった。 

手探りで進めてきた活動も 5 年を経過し、ループリサイクルの提案力が向上してきたこと、社会的にル

ープリサイクルが認知され始めたことが、目標を大幅に上回った要因と考えられる。今後もプラスチッ

クのリサイクルシステム確立と拡大を目指し、注力していく。 

②カパッチ®採用件数の展開 

初めの 4 ヶ月は実績ゼロと伸び悩んだが、最終的には実績 7 件と目標を達成することができた。物流

の 2024 年問題により輸送効率を改善させることは、製品輸送が必要なお客様の課題になっている。そ

こでカパッチの有用性をお客様に周知し、更なる拡販に繋げていく。 

 

次年度の取り組み  

①ループリサイクル®の普及（10 件/年） 

②プチプチ®回収 BOX 採用件数の展開（10 件/年） 

 

代表者による評価と見直し 

①ループリサイクル®の普及 

【評価】 目標を達成した。 

【指示】 当社の目指す資源循環体制は、未だ初動段階である。前年度から契約件数を大きく伸ばしたも

のの、継続してサーキュラーエコノミー（ループリサイクル）の実績を積み重ね、更なる認知

度の向上を図ること。 

②カパッチ®採用件数の展開 

【評価】 目標を達成した。 

【指示】 カパッチの普及は、脱炭素への貢献と合わせて、物流の 2024 年問題を見据え、輸送効率の

改善やドライバー拘束時間抑制に繋がるため、各所提案を強化すること。 
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基本方針２. 環境管理システムの構築と継続的な改善  
 

取り組み内容  

エコアクション 21 環境経営システムを全事業所で維持し続ける。 

 

次年度の取り組み  

2023 年度の取り組みを継続する。 

 

基本方針 3. 環境関連法規制と顧客要求事項の遵守及び 
地域社会とのコミュニケーション  
 

3-①．環境法規等要求事項と遵守状況 

 

取り組み内容  

環境関連法規と協定の内容を整理し、且つ遵守状況を把握・評価し違反ゼロを目指す。 

 

実績 -2023 年度- 

 

主な適用法令 要求事項 評価 

省エネルギー法 

エネルギー使用量を把握し、エネルギー管理を実施する。 

エネルギー管理統括者等を選任する。 

中長期計画書、定期報告書を報告する。 

○ 

地球温暖化対策推進法 
温室効果ガス算定排出量を報告する。 

温室効果ガスの排出の抑制等のための措置を取る。 
○ 

容器包装リサイクル法 再商品化義務量を再商品化する。 ○ 

廃棄物処理法 

廃棄物の保管基準を遵守し、廃棄物を適正に処理する。 

産廃業者との契約と許可証を確認する。 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書を提出する。 

○ 

騒音規制法 

振動規制法 

特定施設を届け出る。 

規制基準を遵守する。 
○ 

消防法 
少量危険物貯蔵取扱所の設置、変更、廃止を届け出る。 

保管基準を遵守する。 
○ 

化学物質把握管理促進法 

SDS を入手する。 

該当化学物質の排出量を把握する。 

排出量が規定を超える場合は届け出る。 

○ 

悪臭防止法 
臭気指数による規制基準を超え、行政より改善指示があった

場合に対応する。 
○ 

フロン排出抑制法 
該当施設把握と簡易点検、定期点検の実施、記録を保管する。 

適正に廃棄処理をする。 
○ 

海洋漂着物処理推進法 

使用後河川等に排出される製品へのマイクロプラスチック

の使用を抑制する。 

廃プラスチック類の排出を抑制する。 

○ 

顧客要求事項 

PRTR 法や化審法に代表される国内の化学物質に関する法

令及び、RoHS 指令、REACH 規制等の諸外国の法令にて使

用を制限されている化学物質の不使用を継続する。 

○ 
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3-②. 地域社会への貢献活動  

 

取り組み内容  

地域社会への貢献活動を積極的に展開していく。 

 

実績 -2023 年度- 

 

ペットボトルキャップ回収の取り組み 

全事業所でペットボトルのキャップを集め、回収したキャップ 

をリサイクルして世界のこどもたちにワクチンを届ける「エコキ

ャップ」の取り組みを 2011 年度から行っている。 

2023 年度は全社で 37.0 ㎏（18,500 個）のペットボトルキャ

ップを送付した。1000 個で 1 人分のワクチンになるため、約 18

人分のワクチン提供に協力できた。 

 

コンタクトレンズ容器回収の取り組み 

使い捨てコンタクトレンズの空ケースを回収し、リサイクルする

「アイシティ eco プロジェクト」の取り組みに 2014 年度より参加

している。（https://www.eyecity.jp/eco/） 

使い捨てコンタクトレンズケースは、ゴミとして焼却すると 1 ㎏当

たり 2.77 ㎏の二酸化炭素が発生するが（※）、回収してリサイクル

原料となることで、様々な製品に生まれ変わる。更に、リサイクル

により再資源化した対価は、アイシティ様から財団法人日本アイバ

ンク協会に寄付され、視力を再び取り戻したいと願う方たちのため

に役立てられている。 

2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日の期間で、全社で 13.62 ㎏

（13,620 個）のコンタクトレンズ空ケースを提供した。   

 

※1kg 当たりの二酸化炭素発生量は、環境省が公表している「算定・報告・公表制度における算定

方法・排出係数一覧」に基づいた数値である。 

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2020_rev.pdf 

 

プチプチ回収ボックスの設置 

プラスチック資源循環促進法の施行を見据え、2021 年、学校や自治体の協力

のもと、プチプチ回収ボックスを設置し、家庭で出る使用済みのプチプチを

集めて回収する「プチプチリサイクルプロジェクト」を本格的に開始した。 

プチプチ回収ボックスの設置とともに、学校でリサイクルの授業を行うなど

の啓発活動も積極的に行った。 

2023 年 5 月 20 日時点でのプチプチ回収ボックス設置台数は以下の通り。 

 

学校への設置：61 台  

企業への設置：29 台 

合計     :90 台 

 

 

https://www.eyecity.jp/eco/
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2020_rev.pdf
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  工場近隣の清掃活動 

札幌工場、仙台工場、厚木工場、名古屋工場、兵庫工場、福岡工場では、地域貢献のため工場近隣

の清掃活動や除草を行っている。毎回、ごみ袋 2～3 袋分のゴミや草を収集した。 

 

 

 

 

 

 

厚木工場の清掃活動の様子       福岡工場の清掃活動の様子 

 

災害支援活動 

 2022 年 8 月に新潟県関川村で発生した豪雨災害に対し災害支援を行

っているボランティア団体風組関東様を通じて、避難所などご活用し

ていただくため、プチプチ（d40L 10 本）を寄付した。 

 

2022 年 8 月に発生した、台風 15 号の被害を受けた静岡県静岡市清水

区に対し、災害支援を行っている静岡市社会福祉協議会様に対して、

プチプチ（d40L 30 本）を寄付した。 

     

防災啓発活動 

2022 年 10 月 29 日、30 日にららぽーと豊洲で行われた第 12 回豊洲防災

EXPO2022「BO-SAI 暮らしの学校」や、2023 年１月 29 日に JICA 関西・

人と防災未来センターにて行われた HAT 神戸連携防災イベント「イザ!美か

える大キャラバン!2023」に出展した。イベントを通じて、プチプチを使っ

た災害時の活用法など、参加者に防災に関する技や知識を学んでいただいた。 

 

豊洲防災 EXPO 2022「BO-SAI 暮らしの学校」 https://www.putiputi.co.jp/6369 

HAT 神戸連携防災イベント『イザ！美かえる大キャラバン！2023』 http://kaeru-caravan.jp/blog 

 

プチプチ出前授業・プチプチ講演会 

子供たちに、身近で誰でも知っているプチプチを題材にし、環境問題に対する興味

や関心を引き出すこと、また、リサイクルにおいても、分別・減容の大切さを学び、

「自分たちが今できることを一緒に考える時間にすること」を目的に、当社の社員

が講師となって授業を行った。 

 

結果及び評価  

①2023 年度において、環境関連法規の違反はなく、環境に関する苦情及び訴訟等の指摘もなかった。 

②各地域で、ペットボトルキャップやコンタクトレンズ容器の回収、プチプチ回収ボックスの設置を進める

ことができた。その他災害支援活動やプチプチ出前授業・講演会等、様々な地域社会への貢献活動を行う

ことができた。 

 

次年度の取り組み  

①環境関連法規については、2023 年度の取り組みを継続し、引き続き違反や指摘無きよう努めていく。 

②地域社会への貢献活動についても、2023 年度の取り組みを継続する。 

https://www.putiputi.co.jp/6369
http://kaeru-caravan.jp/blog
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基本方針 4. 環境負荷の低減及び汚染の予防 
 

4-①. 二酸化炭素排出量の削減 

 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度- 

製品生産重量当たりの二酸化炭素排出量を、2018 年度を基準として毎年１％低減する。 

 

目標及び実績 -2023 年度- 

 

項目 
2018年度 

（基準） 

2023年度 
判定 

目標 実績 

工場別 

CO2 排出量 

（kg-CO2/t） 

札幌工場 658 625 451 ○ 

仙台工場 492 472 490 × 

栃木工場 706 706 710 × 

高崎工場 1,195 1,135 1,151 × 

厚木工場 635 603 574 ○ 

名古屋工場 603 573 510 ○ 

兵庫工場 (603) 573 570 ○ 

福岡工場 416 500 471 ○ 

工場合計 638 606 612 × 

全事業所合計 

（営業所・ 

間接部門を含む） 

CO2 排出量 

（kg-CO2/t） 
656 623 626 × 

2018 年度を 100％と

した比率（％） 
100 95.0 95.4 - 

CO2 総排出量 

（t-CO2） 
12,267 - 12,657 - 

※1  CO2 排出量計算は、基準年と比較するにあたり係数を統一するため、2018 年 7 月 13 日公表の電力会社毎の調整後排出係数を用いる。 

※2  工場別の目標については、2018 年度を基準として 5％削減することを基本とする。仙台工場は生産体制変更のため、栃木工場は生産

の効率が悪化したため、福岡工場は高負荷製品増加と気候の影響で電力使用量が増えたため、目標値の変更を行った。 

※3  兵庫工場は 2018 年 9 月から稼働している為、2019 年度を基準とした。また、2018 年度の工場及び全事業所の合計には含まない。 
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取り組み内容 

①生産効率悪化時の要因を分析し、生産効率の改善を行った。 

②機械トラブル防止のため、メンテナンスを定期的に行った。 

③生産機のヒーターに保温カバーを取り付け、消費電力を削減した。 

④壁の断熱化や間仕切り壁を設置し、室内の保温対策を行った。 

⑤デマンド計による電力使用量の管理を行った。 

⑥空調の設定温度管理を徹底し、節電を行った。 

⑦使用していない照明等の電源を切るなどの節電を行った。 

⑧社員への節電意識向上のため、節電への呼びかけやポスターの掲示などを行った。 

⑨エコドライブを推進し、二酸化炭素排出量を削減した。 

⑩社用車の一部をガソリン車から HV 車や EV 車に切り替えた。 

 

結果及び評価 

目標 623kg-CO2/t に対して実績 626kg-CO2/t となり、目標未達成だった。 

生産量の不足、生産要員の経験不足による生産効率の悪化や生産機のトラブルにより、目標を達成するこ

とができなかった。 

 

次年度の取り組み 

2023 年度の取り組みを継続する。特に以下の項目に注力する。 

①定期的な設備のメンテナンスを行い、効率的な生産を行う。 

②ヒーターの保温カバー設置を行う。 

③デマンド計により電力使用量を管理する。 

④節電の啓発表示により、全社員の二酸化炭素排出量削減への意識を向上させる。 

⑤エコドライブの推進を行う。 

 

代表者による評価と見直し 

【評価】 目標未達成。 

【指示】  熱源の断熱策を講じ、節電による抑制を図ること。 

節電に高い意識をもち、使用電力低減の具体的実施と定着化を図ること。 
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4-②. 廃棄物の削減及び再資源化の推進 

 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度- 

製品生産重量当たりの廃棄物の排出量を、2018 年度を基準として毎年 1%低減する。 

 

目標及び実績 -2023 年度- 

 

項目 
2018年度 

（基準） 

2023年度 
判定 

目標 実績 

工場別 

廃棄物排出量 

（kg/t） 

札幌工場 20.9 19.9 6.8 ○ 

仙台工場 14.6 28.0 14.5 ○ 

栃木工場 24.7 28.0 18.4 ○ 

高崎工場 43.2 41.1 27.6 ○ 

厚木工場 23.3 22.1 15.8 ○ 

名古屋工場 19.7 18.3 13.9 ○ 

兵庫工場 (13.5) 12.9 9.3 ○ 

福岡工場 11.4 21.0 14.8 ○ 

工場合計 21.3 20.4 16.1 ○ 

全事業所合計

（営業所・ 

間接部門を 

含む） 

廃棄物排出量（kg/t） 22.2 21.1 16.4 ○ 

2018 年度を 100％と

した比率（％） 
100 95 74 - 

廃棄物総排出量（t） 410 - 333 - 

※1 工場別の目標については、2018 年度を基準として 5％削減することを基本とする。仙台工場は生産体制変更や再生業者撤退

のため、栃木工場と福岡工場は高付加製品増加による歩留まり悪化のため、目標値の変更を行った。 

※2 兵庫工場は 2018 年 9 月から稼働している為、2019 年度を基準とした。また、2018 年度の工場及び全事業所の合計には含ま

ない。 
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取り組み内容  

①生産ロス発生要因の分析と対策を行い、歩留まりを改善した。 

②循環資源の有価買取業者の探索を行った。 

③社員の分別意識を高め、廃棄物の分別を徹底した。 

④資材や梱包材などは、分別廃棄の容易な単一素材への切り替えを進めた。 

⑤虫混入による不良品が発生しないように、シートシャッターの張替えや工場の扉の修理を行った。 

 

結果及び評価 

目標 21.3kg/t に対して実績 16.4kg/t となり、目標を達成した。 

循環資源に出せない製品の生産を行うときは、どの工場でも歩留まりが悪化する傾向にあるが、各工場で

廃棄物を減らす取り組みを着実に実施した結果、目標を達成することができた。 

 

次年度の取り組み 

2023 年度の取り組みを継続する。特に以下の項目に注力する。 

①生産ロスの発生要因を分析と対策を行い、歩留まりの改善を行う。 

②有価引取り先の業者を探す。 

③社員の分別への意識を高め、廃棄物の分別を徹底する。 

④資材の単一素材化を進め、廃棄物の削減を図る。 

 

代表者による評価と見直し 

【評価】 目標達成。 

【指示】 引続き全工場で設定している廃プラスチック削減計画に則り、廃プラスチックの削減を遂行す

ること。複合材料は、エネルギーリサイクル活用の道を追求すること。 
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4-③. 排水量の削減（水資源の保全） 

 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度-  

排水量は 26,000m3/年を維持する。 

 

目標及び実績 -2023 年度- 

 

項目 
2018年度 

（基準） 

2023年度 
判定 

目標 実績 

工場別 

排水量 

（m3） 

札幌工場 654 654 356 ○ 

仙台工場 1,017 1,017 953 ○ 

栃木工場 10,896 4,976 2,649 ○ 

高崎工場 2,134 1,700 1,769 × 

厚木工場 2,938 2,938 2,429 ○ 

名古屋工場 5,153 3,500 2,291 ○ 

兵庫工場 (1,821) 1,821 2,370 × 

福岡工場 1,846 1,700 1,381 ○ 

工場合計 24,638 24,638 14,438 ○ 

全事業所合計排水量（m3） 

（営業所・間接部門を含む） 
25,185 26,000 15,089 ○ 

※1 工場別の目標については、2018 年度実績の維持を基本とする。 

※2 兵庫工場は 2018 年 9 月から稼働している為、2019 年度を基準とした。また、2018 年度の工場及び全事業所の合計には含ま

ない。 
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取り組み内容 

①製造装置の水漏れチェック及びメンテナンスを定期的に行い、漏水防止対策を行った。 

②冬季中不使用時は配管内部の水を抜き、凍結防止対策を行った。 

③啓発表示により、全社員の節水への意識を向上させ、水使用量削減に取り組んだ。 

 

結果及び評価  

目標 26,000m3 に対して実績 15,089m3 となり、目標を達成した。 

クーリングタワーの水漏れや故障の発見がかなり早くなり、早急に対処できるようになったため、目標を

達成することができた。 

 

次年度の取り組み 

2023 年度の取り組みを継続する。特に以下の項目に注力する。 

①製造装置の水漏れチェック及びメンテナンスを定期的に行う。 

②水デマンド計を導入し、水使用量を管理する。 

③啓発表示により、全社員の節水への意識を向上させる。 

 

代表者による評価と見直し 

【評価】 目標達成。 

【指示】 前年度よりも抑制できたことからも、第一にクーリングタワーのメンテナンスを怠らないこと。

また原因が分かるものは、必ず再発防止策を講じること。 

 

 

4-④. 環境に有害な化学物質の不使用 

 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度- 

PRTR 法や化審法に代表される国内の化学物質に関する法令、及び RoHS 指令、REACH 規制等の諸外国

の法令にて使用を制限されている化学物質の不使用を継続する。 

 

取り組み内容 

①取引先への安全確認を行う。 

②化学物質の取り扱いについては関連する社内標準を遵守し、化学物質の不要な環境への排出を防ぐ。 

 

次年度の取り組み 

国内外の法令にて使用を制限されている化学物質の不使用を継続する。 

 

代表者による評価と見直し 

【評価】 不使用を継続。 

【指示】 法令の定期チェックは怠らず、制限物質の管理精度を上げること。 
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4-⑤. 環境にやさしい購買の推進 

 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度- 

事業活動に使用する物品や消耗品のグリーン購入比率を、2018 年度の目標値 75％を基準とし、毎

年 1％ずつ向上する。 

 

目標及び実績 -2023 年度- 

 

項目 
2023年度 

目標 実績 判定 

地区別グリーン商品 

購入比率（％） 

東地区 

80 

92 ○ 

中地区 90 ○ 

西地区 89 ○ 

全事業所合計グリーン購入比率（％） 91 ○ 

※1  対象物品は FAX 用感熱紙を除く事務用品とする。（FAX 用感熱紙はグリーンマーク対象商品が無く、主に使用する営業

所への影響が大きいため。） 

※2  東地区、中地区、西地区に該当する事業所は以下の通り。 

東地区：札幌工場、札幌営業所、仙台営業所、東京本社・東京営業所、北関東営業所、高崎営業所、横浜営業所、 

静岡営業所、松本出張所、仙台工場、栃木工場、高崎工場、榛東工場、厚木工場 

中地区：名古屋本社・名古屋営業所、北陸営業所、滋賀営業所、名古屋工場 

西地区：大阪営業所、広島営業所、福岡営業所、兵庫工場、福岡工場、小野加工所 

 

取り組み内容 

事務用品、事務消耗品のグリーン購入比率の情報を共有し、環境にやさしい購買の推進を啓発する。 

 

結果及び評価 

2023 年度は全事業所で目標達成できるように、環境にやさしい購買の推進を行っていく。 

計画 80％に対し実績は 91％となり、目標達成となった。事業所別の実績は、24 事業所中 23 事業所が年

間計画の 80％を達成し、全社的に環境にやさしい購買に対して高い意識を持って取り組んでいる。 

49 期は目標達成が難しそうな事業所が出てきたら、環境にやさしい購買の対象製品を紹介しつつ、 

対象製品に切り替えていただくよう、呼びかけていく。 

 

次年度の取り組み 

2023 年度の取り組みを継続し、全社でグリーン購入比率 80％を目標とする。 
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基本方針 5. 環境教育活動の推進 
 

中期環境目標 -2019 年度から 2023 年度-  

環境教育と啓発活動を行い、エコアクション 21 環境経営システムを全社員に浸透させ、環境意識の向上を

図る。 

 

取り組み内容 

 

活動項目 2023年度 取り組み結果 

環境教育及び 

啓発活動 

1 全事業所環境報告会議を開催し、活動実績と対策の情報を共有した。 

2 緊急時の対応訓練として、災害時の避難訓練を実施した。 

3 新入社員研修の一環として環境教育を行い、当社の取り組みを周知した。 

4 環境に対する意識向上の為、全従業員を対象とした環境教育を行った。 

5 環境管理推進責任者を対象とした環境教育を行った。 

 

次年度の取り組み 

2023 年度の取り組みを継続し、全従業員への環境教育と啓発活動を実施する。 

 

代表者による評価と見直し 

【評価】 実施を継続。 

【指示】 環境教育に通ずる研修体制も整備されていっているので、活用と成果についても追及すること。

脱炭素経営について全社員が認識し、エコアクション 21 とのリンクに期待する。 

 

6．2023 年度総括 

 

資源循環体制の構築を中心とした脱炭素経営を目指す中で、社内の実行管理体制にも目を向けなければならな

い。 

当社内における廃棄物排出量や水使用量については、2023 年度の目標達成という結果からも意識が向上して

きた実感が持てる。 

二酸化炭素排出量に関しては、増加の要因となる新事業開始は、当社の事業展開において必要なことである。

そのため、当社でポイントとなる電力使用量の抑制について、もっと追求する必要がある。水銀灯の LED 化

や太陽光発電導入は計画を立案しているが、特に生産設備の熱源の断熱化を講じていくべきである。こうした

対策については開発部門がアイデアを出してくれており、積極的に取入れ、二酸化炭素排出量削減策を確立し

たい。 
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川上産業株式会社 

URL: https://www.putiputi.co.jp 

 

【東京本社】 

〒102-0076 東京都千代田区五番町6-2  

ホーマットホライゾンビル4F・5F 

TEL. 03-3288-3231 FAX. 03-3288-3232 

【名古屋本社】 

〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 1-9-16  

丸の内 One ビルディング 5F 

TEL. 052-483-1031 FAX. 052-483-3351 

http://www.putiputi.co.jp/

